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大妻多摩中学高等学校 ニュースレター 2022(令和4)年5月25日 発行

第６号

中１ オリエンテーション旅行

中学１年生は、4月20日～22日に山梨県の富士河口湖畔

にて宿泊研修を行いました。この旅行は、入学から2週間

の新入生に大妻多摩生としての心構えを学んでもらうこ

と、クラスや学年の仲間と親睦を深めることを目的とし

ています。

オリエンテーション旅行のプログラムは、本校の教育

理念である「自立自存」「寛容と共生」「地球感覚」と密

接に結びついていることが大きな特徴です。まず初日に

行われたＮＰＯ法人富士山ネイチャークラブによるプロ

グラムでは、アイスブレイクとしての自己紹介ゲームを行

いました。これはすべての誕生月の人と自己紹介をするゲームで、クラスを超えて学年でコミュニケーシ

ョンが生まれ、大いに盛り上がりました。その後に行われた「ネイチャーラリー」では、原始の生活を体

験しながらグループでポイントを獲得する活動を行いました。やり投げや丸太切り、パチンコで石を飛ば

して的当てをするなどの体を動かすものから、「食べられる植物はどれだ？」「これは何の動物の足跡？」

「ぴったりの重さのものはどれ？」といった仲間と相談する活動まで、約10種類の活動を通じて仲間との

絆を深めることができました。旅行全体を通じて行われるチームビルディングプログラムは、すべて班員

を変えての活動となります。そのため様々な考え方や価値観を持つ仲間と交流を深めていくことができ、

お互いの個性を認め合って協力する「寛容と共生」の理念を学ぶことができました。

また、生徒たちは保護者の力を借りずに自分たちの力で集団生活を行います。朝に時間通りに起きるこ

とはもちろん、班や部屋における連絡の共有、食事や入浴のマナー、部屋の清掃、お世話になる人への挨

拶やお礼など、すべて自分たちから積極的に実践しました。最初は不安げな様子も見られましたが、「自

分たちだけでできた」という達成感から自信と自立心がぐんぐん育まれ、2日目にもなると「もっと自分

でやってみたい」という積極的な姿勢が多くの生徒に見られ、「自立自存」の理念を実践することができ

ました。

また、座学では2日目に校長先生による大妻コタカ先生の講話とネイチャークラブによる富士山の講話

を聞き、3日目はボードゲームを通じてＳＤＧｓについて学びました。校長先生による大妻コタカ先生に

ついての講話では、コタカ先生が家出をしてまで学びの道を選んだなどの驚きの事実と共にコタカ先生の

人生を学びました。日本の常識の枠組みにとらわれずに「地球感覚」で日本の女子教育を切り開いた生き

↑ ２日目 樹海ハイク
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様から、「学びは広い世界へと自分の道を切り開いていくのだ」という実感を得ることができました。ま

た、最終日に行われたＳＤＧｓボードゲームでは、「ＳＤＧｓとは何か」という基礎から、「ＳＤＧｓを

自分事として世界と繋がろう」という視点で学んでいきました。その後に行ったボードゲームでは、「エ

ネルギー開発カードを使えば第7の目標『エネルギーをみんなに、そしてクリーンに』という目標の達成

に向けて2つ前進するが、その一方で第13の目標『気候変動に具体的な対策を』の達成からは１つ後退し

てしまう」といったＳＤＧｓを相互に関連させて考えるゲームカードが多く混ざっており、「ここはこの

カードを使えば良いんじゃないかな」「私とあなたで資金協力して達成しよう」など様々に意見を交換し

ながら、真剣かつ夢中になってグループでゲームクリア(ＳＤＧｓの達成)を目指していました。これらの

活動により、自分の活動から広い世界に視野を広げていく「地球感覚」の理念を養うことができました。

旅行後の作文では、「行く前は不安だったけれども、オリエンテーション旅行を通していろんな仲間と

絆を深めることができで良かった！」「積極的に行動することができ、自信に繋がった」という声が多く

見られました。この旅行で芽生えた絆や、教育理念の実践を通じて得た学びを、これからもっと育んでい

きたいと思います。

高１ 日本テレビによる出前授業 ～「情報のタネの見つけ方」

5月14日(土)の3、4限に日本テレビによる出前授業が

行われました。現在取り組んでいる「探究基礎」(｢総合

的な探究の時間｣)の授業で調査や研究に取り組んでいる

生徒たちのために、取材のプロである日本テレビの方に

来校していただき、題材の見つけ方、着眼の仕方からそ

のまとめ方に至るまでを伝授していただきました。「テ

レビの番組ってこうやって作られていたんだ」という興

味深いお話を聞きながら、班になって企画を模擬体験す

るなど、聞くだけではない有意義な時間を過ごすことが

できました。

会の終了後も活発な質問をする生徒がたくさんいて、講師の方々を取り囲んでいました。この日の授業

↑３日目 ＳＤＧｓボードゲーム ↑ 帰りのバスの中から見えた富士山
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の内容に関するものから、記者の仕事や報道の仕事に関するものまで、熱心に質問している姿が印象的で

した。中には取材のカメラクルーの人たちに、上手なカメラワークを伝授してもらっている目の付け所が

一ひねりある生徒たちもいて興味深かったです。

今回得られたノウハウを今後の調査・研究に活かしてもらえたらと思います。

高２「選択生物」～ 野生生物調査

毎年恒例、高２生物授業ＧＷスペシャル！といい

ながらＧＷ後の5月9日と10日、生物選択2クラスの2

コマ連続授業にて、よこやまの道をトレッキングし

ながら野生生物調査に出かけてきました。

今年は大人数だったのでいつもよりにぎやかな道

中だったせいか、ひょいっと出てくる野生動物は少

なかったです。残念。その代わりに比較的じっくり

植物にも注目しながらの調査となりました。

今回出会ったわりと見かけるのが珍しい生物とし

ては、アオゲラ（大型のキツツキ）、ガビチョウ。

一瞬聞こえた声はキジの「ケーンケーンケーン」という鳴き声。キジはここ20年でめっきり少なくなりま

した。ウグイスやガビチョウやシジュウカラやコジュケイなどの鳴き声は絶えず聞こえてきていました。

きっともっと多くの種類の声が耳に入っていたはずですが。そして、見つけた痕跡としては大量のウサギ

の糞（ウサギの糞は校内の芝生でも必ず見ることができます。昔は暗くなったグラウンドを駆け回ってい

ました）、肉食中心のアライグマサイズくらいの動物の糞、動物がエサをもとめてか土をほじくり返した

跡、モグラ塚、ネズミが出入りしていそうな穴。そんなようなものを道中見つけました。

生徒たちは、もしかしたら何か哺乳類に会えるかも！と期待していたようですが、残念だけどさすがに

昼間に、しかもこの大人数でガヤガヤしていたら出てこないよね、となだめながらの道中でしたが、新緑

の中を歩いてリフレッシュはできていたようです。そのあとの授業ではだいぶ眠くなってしまったのは、

仕方ありません。これから提出されるレポートが楽しみです。

（この記事は本校のホームページから転載しました）

高３ 修学旅行

高校３年生は4月21日から23日にかけての2泊3日で奈良へ修学旅行に行ってきました。もともとの年間

行事予定では昨年の10月に4泊5日で奈良・京都を巡る予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の流行の

ために2月に延期になり、それも行けなくなって今回の日程となりました。本来なら2月に行けなくなった

時点で完全に中止になるところでしたが、学年の教員のなんとか生徒を修学旅行に行かせてあげたいとの

思いから再度延期して計画を立てることとなり、コロナの流行も少し落ち着きを見せ始めたこともあって、

学院から旅行実施の許可を得ることができました。主な見学地は次の通りです。
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【第１日】 室生寺、長谷寺

【第２日】 談山神社、安倍文殊院、飛鳥地方サイクリング（石舞台古墳、飛鳥寺など）

【第３日】（各自が選択したコースへ）

Ａコース ･･･ 法隆寺、興福寺、東大寺

Ｂコース ･･･ 薬師寺、興福寺、春日大社、東大寺

Ｃコース ･･･ 秋篠寺、興福寺、春日大社、東大寺

Ｄコース ･･･ 当麻寺、興福寺、春日大社、東大寺

京都に行く旅程がカットされた短縮バージョンであったり、楽しいはずの食事も黙食しなければいけな

かったりといろいろな制限はありましたが、何はともあれ、行くことができてよかったです。この季節の

奈良は、10月の修学旅行では見ることのできない輝くような新緑とたくさんの花に彩られていました。日

本の古代文化が花開いた飛鳥・奈良の地を巡る旅。たくさんの世界遺産にふれることもでき、きっと高校

時代のよい思い出のひとつになったことと思います。

↑ 左から室生寺五重塔、長谷寺のオオデマリ、談山神社十三重塔、安倍文殊院浮見堂

高校2年1組 小笠原優海さんが探究コンテストで優秀賞受賞！

本校では高校１年生の「総合的な探究の時間」で論文作成に取り組んでもらっています。テーマは各自

が自由に設定します。高校2年1組の小笠原優海さんは、昨年度、この論文で取り組んだ成果を「中高生探

究コンテスト2021」に応募し、2月の最終選考で見事優秀賞に選ばれました。このコンテストは、自分の

好きなこと・ワクワクを究めた「好き部門」と、身の回りや社会の困りごとと向き合った「困りごと部門」

の2部門からなっており、最優秀賞が各部門1組に、優秀賞が各部門1組に贈られます。今回は全国から合

わせて458組の応募があり、小笠原さんはその難関を突破しての受賞となりました。

次に、小笠原さんに寄せてもらった文章を紹介します。

私の探究のテーマは「心地良い【音楽】を【数字】で奏でる」です。

私には絶対音感があり、幼い頃からソルフェージュを趣味とし、毎日ピアノを演奏しています。また、

小学５年生の夏に、今まで嫌いだった数学の問題を解くことを突然楽しいと思うようになり、今でも数学
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は一番好きな教科です。このように、私の生活と深い関わりを持つ2

つには何か繋がりがあるのではないかと興味を抱きました。

今回の探究活動で、私は、作曲を身近なものにするだけでなく、人

種、言語が異なる人々と作曲を通じて共に音楽を楽しむ事が出来るよ

うになる自動作曲アプリを作成しました。

「中高生探究コンテスト」という場で東京大学の教授の方や、情報

関連、その他の分野の社長の方々に貴重なアドバイスをいただき、優

秀賞をいただくことが出来ました。自分の努力がトロフィーという目

に見えるものとなることで、とても励みとなりました。また、他人に

自分の発表を聞いていただくことで、自分や周りの人とは異なった視

点からの見え方を知ることが出来たため、自分の探究をさらに良いも

のに作り上げることが出来ました。今回の探究活動により、今後の課

題を発見することができ、自分を大きく成長させるきっかけになった

と思います。

自分の好きなことを突き詰めていくことによって世界が広がり、さらに成長していけるという感覚をつ

かめたようですばらしいと思います。

この探究論文の作成は、高校１年生になって突然始めるものではありません。中学生の皆さんは、これ

まで自分はどのようなことに興味・関心を抱いてきたのか、将来どのようなことに取り組んでいきたいの

かを折にふれて考えながら、授業をはじめとするさまざまな活動に取り組んでください。もちろん、“さ

まざまな活動”というのは校内の活動に限ったことではありません。自分の進路選択につながるような探

究論文のテーマを見つけられるといいですね。

高大連携企画 大妻女子大学の先生による心理学講座

3月10日に、多摩キャンパス内にある大妻女子大学人間関係学部の心理学の先生方が本校生徒のために3

つの心理学講座を開いてくださいました。内容は以下の通りです。

古田 雅明 先生 「小さな宇宙“箱庭体験”」

･･･ グループで箱庭療法を体験して、表現することの面白さを学びまし

た。

三好 真 先生 「引っ張らないリーダーシップ講座」

･･･ グループワークを通じて、周りに貢献できるいろいろな「役割」の

あり方を学びました。

八城 薫 先生 「心の筋トレ“マインドフルネス”」

･･･ 身体の感覚と動きを使って自分の感情と上手に付き合う方法を学び

ました。

近年、『嫌われる勇気』、『人は見た目が９割』、『うまくいっている人の考え方』、『マンガでやさしくわ

↑「箱庭療法」の体験
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かるアドラー心理学』などなど、心理学ブームと言えるのではないかというくらい心理学関連の書籍が売

れています。日常生活やビジネスなど、あらゆる場面で心理学の知見が活かせるからでしょう。

今回の講座は、学年末考査直後だったこともあってか参加者が9人と少なかったのですが、もしまた大

学の先生にこのような機会を設けていただけたら、より多くの人が参加してくれることを期待しています。

トモノカイによる中学生放課後自習室のシステムが始動

今年度の4月から、(株)トモノカイと連携して、中学3学

年を対象にした放課後自習室システムを始動させました。

集会室(170席)を「話せる自習室」、その隣の学習室①を「静

かな自習室」とし、19:00まで利用できるようにしました。

友だちといろいろ教え合いながら勉強したい人には「話せ

る自習室」を、一人で静かに集中して勉強したい人には「静

かな自習室」を利用してもらいます。通常の下校時刻は

17:30ですが、このシステムを利用すれば、部活動が終わ

った後にその日に出された宿題に取り組んだり授業の予

習・復習をしたりしてから下校することができます。また、

勉強していてわからないことがあったら、毎日来てくれる

4人の女子大学生（院生の方もいます）に質問することも

できます。

生徒の皆さんには年度初めのガイダンスのときに、「毎

日、短い時間でもよいのでこの自習室を利用するようにし

て、毎日継続して勉強する習慣をつけてもらいたい」とい

うことを伝えました。本校では、着実に学力をつけていく

ためには何よりも自学自習ができるようになることが重要

であると考えています。教員による指名補習のようなもの

をいやいや受けていてもなかなか学力は伸びません。まずは自分で机に向かう習慣をつけ、自分の得意分

野は何か、また、何が足りないのかを自分自身で把握できるようになってもらいたいと思います。そうい

う自己分析ができるようになればグングン学力は伸びていくはずです。本校の教育理念の一つである「自

立自存」の見地からも、生徒の皆さんにはそのようになってくれることを期待しています。

もちろん、教員は何もしないわけではなく、必要なときにはしっかりと手を差し伸べますが、普段はち

ょっと離れたところから生徒の皆さんが自立するのを見守っていきたいと思っています。

大学ガイダンス

5月6日、9日、10日の3日にわたって、進路指導部主催の中学3年生以上の希望者を対象にした「大学ガ

イダンス」が実施されました。国公立大学は東京外国語大学、東京農工大学、お茶の水女子大学、東京都

↑ 4月ガイダンスでメンターさんが自己紹介

↑「話せる自習室」のようす
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立大学の4校、私立大学は上智大学、国際基督教大学、明治大学、立教大学、中央大学、法政大学、北里

大学、大妻女子大学など21校、合計25校の広報の方に来校していただきました。各実施日とも放課後に40

分のミニ説明会を同じ内容で2回行っていただいたので、3日とも参加した人は最大で6校の説明を聞くこ

とができました。

なんとなくでも受験を考えている大学については、できる限りその大学が実施する説明会に参加するこ

とが望ましいのですが、都合がつかない場合も多々あることでしょう。まずは本校で実施されるこういう

説明会の機会を有効に利用してもらいたいと思います。

大学について調べてみると様々な学部・学科があること、すなわち様々な学問分野があることがわかる

でしょう。自分が将来やりたいことを見つけるうえでも大学調べはいろいろな知識や刺激を与えてくれる

ことと思います。

中学3年5組 采女知花さん、東京都の｢おもてなし親善大使｣に

中学3年5組の采女知花さんが、東京都主催の「おもてなし親善大使」に任命されました。「おもてなし

親善大使」とは、おもてなしの心を持って、東京を訪れた外国人旅行者に都内の観光スポットを案内する

中高生のボランティアのことです。研修を修了し、大使に任命されると、年間を通しておもてなし（外国

人旅行者への英語での接し方）を学ぶ研修・活動に無料で参加することができます。任期は任命された日

から18歳になる年度の末日まで（任期終了後も研修・活動には22歳までの学生も可）なので、今後の采女

さんの学びや活躍が楽しみです！

今回は、任命後初めての体験を采女さんが報告してくれました。これを読んで興味がわいた人は、今後

「おもてなし親善大使」の募集が出たらぜひ応募してみてください。

＜以下、采女さんによる報告＞

東京都庁が主催している「おもてなし親善大使」の第7期生になりました、中3の采女です。私が中3に

なったっていうのも驚きだし、親善大使の第7期生になったというのにも驚いている今日この頃です。

私たち「おもてなし親善大使」は約6倍の倍率をすりぬけ、おもてなし大使育成塾に参加した、東京都

在住、または都内の中高に通っている中高生たちです。さて、私はこの春におもてなし親善大使として初

めての体験をしてまいりました。

本来ならどこかで集まるものらしいのですが、昨今のこの状況であるためにZoomを用いたものとなりま

した。最初は「先輩大使の方たちもいらっしゃるんだよね、えーめっちゃお仕事お仕事って感じなのかな

…？ 無理無理、すごく緊張してきた…」みたいなことを考えていました。しかし実際に参加してみると

全然そんなことはなく、先輩大使の方々が優しくリードしてくださったと同時に、先輩方の英語力が刺激

となり、私の成長材料となりました。

前回は、留学生の方々の国を当てたり、参加されている方たちのすごいところなどを英語で表現しまし

た。本当に貴重な体験をさせていただきました！ またこのような体験をしたらどこかで報告させていた

だきたく思います。

生徒の皆さんには、学校外でもいろいろな活動に積極的に参加して、自分の世界をどんどん広げていっ

てもらいたいと思います。
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昨年度の修了式で表彰された皆さん

修了式は中学と高校で別々に行われるため、中学生は高校の式でどのような表彰があったのか、高校生

は中学の式でどのような表彰があったのかわからなかったと思いますので、ここで改めて紹介します。紹

介した皆さんの学年・組は昨年度のものです。改めて、おめでとうございます！

〇 第81回全国教育美術展

特選 中学3年 1組 片岡和奏さん

入選 中学1年 1組 伊藤笑愛さん 2組 矢野塔子さん

中学2年 2組 山下舞羽さん 3組 坂田倫菜さん

中学3年 4組 相田莉緒さん

〇 Autumn Cup’21 ～第19回中高生女子ラクロス秋季関東大会～ において、高校2年2組の小野素佳さん

が優秀選手賞を獲得しました。

〇 全国中学高等学校 ライフイズテックレッスン コンテスト2021 「身の回りの問題解決」部門

敢闘賞（716作品の応募があった中で上位61作品にあたる作品）

高校1年 3組 大河原千鶴さん

奨励賞（716作品の応募があった中で上位102作品にあたる賞）

高校1年 1組 菅原美樹さん、土倉美里奈さん 2組 宮下睦弓さん

3組 市川未於さん 4組 古川珠和衣さん、脇芽生さん

※ 上記の皆さんはライフイズテックのホームページでも受賞者として紹介されています。

〇 昨年6月から12月にかけて行われた第41回女子サッカーリーグ高校の部 １部リーグに本校サッカー部

が参加し、全9試合を行いました。このリーグの優秀選手として高校2年2組の角谷蘭々さんが選ばれま

した。

編集後記

今年度本校は、教育理念にもとづいた様々な教育活動のねらいや方針を定めたグランドデザインを策定

しました。教員一同、教育理念・目標・方針などを生徒の皆さんともしっかり共有しながら教育活動を展

開していきます。

ウクライナでは、今世紀のこととは思えないような悲惨な戦争が起こってしまいました。生徒の皆さん

には、毎日平和に友だちと楽しく学校生活を送られる幸せを感じながら、一日一日を大切に過ごしてもら

いたいです。

今年度もニュースレター『多摩の風』をよろしくお願いします。

（終）


